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成 果 の 概 要  
 
 
 
 

 言語テスト学に関する国際大会である Asian Association 
for Language Assessment の第 4 回年次大会に参加して学

会発表を行った。  
 
 申請者は「Relationship Between Performance and Test-
Takers Beliefs of  L1 Summary Writing Among Japanese 
EFL Learners」の題で，髙木修一准教授と共に共同でポス

ター発表を行った。  
 
 本発表では，専門的な知識に基づいた鋭い質疑への応答を

通して今後の研究に向けた多くの示唆が得られた。また，海

外学会の場で，多くの方にポスターからコメントをいただ

き，それに回答するという機会も今後の研究にいきる非常

に貴重な経験値となった。  
 
 他にも，Generalizability Theory に関するワークショップ

へ の 参 加 ， ”Connecting Assessment with Teaching and 
Learning: Innovation and Impact” という学会テーマに沿

った Keynote speech の拝聴を通して，本研究分野をさらに

深めていくための知識や視点を得ることができた。  
 
 本事業の成果として，海外学会における研究成果の公表

が促進されたのと同時に，申請者の研究に対する継続的な

効果が期待される。  

 


